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第２回伊豆の国市市民憲章計画審議会 

 日時：令和５年10月23日 19時00分～20時30分 

 場所：あやめ会館２階会議室 

≪委員の発言≫ 

委員名 発言の要旨 

A委員 

・（第１回審議会総括に関して）市民憲章の策定は議会での議決ではなく、別の形で市民の

意思を尊重することになる。そのためにも、プロセスの過程でより多くの市民に参加して

いただき、議論をしながら組み立てることで、市民の意見を担保することに繋がる。 

・ワークショップでの議論に当たっては、90分～120分の時間設定が妥当。 

・第３回（令和６年２月頃予定）審議会までに市民からの意見聴取を全て終わらせるのでは

なく、審議会と並行して意見聴取をする機会があってもよい。 

・構文案については、構文２の前文＋箇条書きスタイルがよいと思う。市民憲章は自治意識

の涵養でもあるので、前文で守るべきものは何かを唱え、後半でそのために何ができるの

かをより多角的に入れ込む流れが分かりやすい。 

B委員 

・他市の市民憲章制定50周年の記念動画を制作した方と話す機会があったが、50年前の価値

観で動画を作ることはとても難しいと仰っていた。 

・今の時代に合わせて、全方位に配慮しながら、皆が納得できる市民憲章を作ることは難し

い作業と感じる。 

・キーワードの募集に関して、例えば、ピッチコンテストのような形でエンタメ性を取り入

れた方策があってもよいかもしれない。 

C委員 

・市民憲章の役割について「行動規範」や「行動目標」という言葉を使っているが、言い方

に気をつけた方がいい。市民憲章は市民に強制や縛り付けるようなものでなく、市民自ら

が作り・考えるものである。 

・「シビックプライド」という表現についても、誇りは強制されるものではなく、自分自身

の心の中に持つものであり、上から目線の表現にならぬように。 

・今後の意見聴取の場面で、市民の意見を誘導することがなく、多様性を排除してしまうこ

とがないよう、慎重に、かつフラットな状態で市民の意見を吸い上げる作業が必要。 

・ワークショップ参加者に当たっては、移住者などの新しい層も取り入れることが肝要であ

る。 

・（Instagramや川柳など）多様な意見を吸い上げる仕掛けに取り組んでいることは理解する

が、結果として、同じような意見を誘導するようなことにならないかを懸念している。 

・普及・啓発方策については、策定の過程に小・中学生を巻き込む以上、小・中学校にも市

民憲章の看板を設置した方がよいのではないか。可視化できる施策が重要。 

・構文については、箇条書きスタイルが分かりやすい。前文の有無については、前文で市民

憲章とは何かを説明した上で、本文がある方が小・中学生にとっても分かりやすい。 

・（ARなど）時代に合わせた周知方法を検討することも重要であるが、他方で、高齢者の目

に留まるような看板の設置も必要ではないか。（デジタルに精通していない方も含めた）

両方の観点で施策の検討が必要。 
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D委員 

・ワークショップなどの意見聴取に係る施策の対象とならなかった人たちをどのように取り

込めるかが課題。 

・意見聴取の聞き方については、行動を求めるのか、想いを求めるかによって、聞き方も変

わってくる。若手職員ワークショップでは前者を求める聞き方であったと思うが、そこが

混在してしまわないような整理が必要。 

・小・中学生への冬休みの宿題（案）については、質問③で「そのために自分たちは何がで

きるのか」という聞き方をしているが、これは今を指しているのか、将来を指しているの

かが曖昧。子どもたちが「～べきである」という考え方に至らないよう、再度整理をして

もらいたい。 

・構文案については、構文４のごろ合わせスタイルは「い・ず・の・く・に」の文頭にとら

われてしまい、考えることが難しくなるので、不適ではないか。 

E委員 

・市民憲章の策定の進め方については、市や審議会の考えを押し付けるのではなく、市民か

ら自然と湧き出るような形で、皆がそれに納得した上で、「こんなまちにしよう」という

ものが出てくることが理想。 

・各種の意見聴取方策については、意見を誘導することは避けつつも、広すぎず、狭すぎな

い一定の枠を設定した上で取り組めばよいのではないか。 

・構文案については、長い文章では頭に入ってこないので、個人的にはキャッチフレーズの

ようなものでもよいと考えている。ただ、風格や言葉の重さを求めるものでもあるので、

そこは今後の議論になってくるとは思う。 

・普及・啓発方策については、市民への周知であればLINEや広報でもよいのではないか。パ

ンフレットも制作費にそれなりにお金がかかり、リーフレットも読まずに家に帰って置い

ておくだけになるかもしれない。そうであれば、同じ予算を使って、より効果的な方策を

考えてもよいかもしれない。 

F委員 

・他市の制定50周年の記念動画を見たが、文言は固いが、キーワードに対する写真（映像）

など分かりやすい動画であった。「わたくしたちは～」で始まる文章だけでは若い人には

響かないかもしれないので、策定後の普及啓発の場面では、SNSを使って浸透させていく

ことも一手と思う。 

・「シビックプライド」については、移住者も増えており、総合計画の後期基本計画にも「新

しい人の流れをつくる」というまちづくりの基本方針もあるため、今いる人たちや外から

入ってきた人たちにも配慮していくことはよいことだと思う。 

・新入児童への下敷き配布については、下敷きが学校指定の物に限定されていたり、また、

交通ルールの下敷きなど色々な物が配布されている中で、（普及啓発という点では）埋も

れてしまうのではないかと感じる。 

G委員 

・普及啓発に当たり、動画を使うと受け入れやすいと感じた。伊豆の国市でも動画を使った

普及啓発を検討してはどうか。 

・小・中学生からの意見聴取については、小・中学生と一括りにしているが、低学年や高学

年でも理解度は大きく変わるので、世代に応じて分かりやすい資料や聞き方を心がけてほ

しい。 
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・新入児童への下敷き配布については、下敷きは透明な物にしなければならないなどの制約

もある。実際に子どもたちに使ってもえるのかは疑問。 

H委員 

・「シビックプライド」という言葉は重要だと思う。シビックプライドを持つというよりも、

どういったところがあるのか、考えながら話し合っていくことが重要と考える。 

・「なぜ、市民憲章を策定するのか」という点を小・中学生向けにどのように落とし込んで

いくのか。市民憲章の策定意義を自分たち委員が理解していないと、同様に市民自身も、

どのように答えたらよいのか分からないのではないか。 

・（事務局の普及啓発方策（案）について）今の時代に合った普及啓発なのか疑問に感じる

点もある。例えば看板ではなくARという手段もある。パンフレットは「どこ」に「何のた

め」に配布するのかを明確にしないと無駄が生じる。全戸配布に限らず、新聞広告などの

手段も検討してはどうか。 

 


